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No.334
首都直下地震に備える。

12月15日（月）13：30～15：00
「災害時に大事なトイレの話

～自治体としてどう備えるか～」
 

講師 :  加藤篤（かとうあつし）さん
 

NPO法人日本トイレ研究所代表理事

参加費：１，０００円（会員は無料）

「２０２６年度東京都予算」

講 師：東京都財務局主計部財政担当課長（予定） 
日 時：2026年 2月上旬予定 午後2時00分～3時30分（予定）
会 場：新宿住友ホールスカイルーム（予定）
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アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北４－2－25 TEL 03-3261-9921

ＪＲ中央線・有楽町線・南北線・新宿線 市ヶ谷駅より
徒歩２分

会 場

4階飛鳥

災害発生時、水・食料と並び、私たちが直面する最も深刻な問題が「トイレ」です。断水、停電、下水管の
破損により、日常使っている水洗トイレは一瞬にして機能不全に陥ります。避難所では仮設トイレの不足や劣
悪な衛生環境が深刻な問題となり、多くの人がトイレに行くことをためらうようになります。水分や食事を控
えることで起こる脱水症状、エコノミークラス症候群、さらには感染症の蔓延――。こうした劣悪なトイレ環
境は、「災害関連死」の大きな要因ともなり得ます。
今回は、トイレ環境の改善に取り組む日本トイレ研究所の加藤篤代表理事を講師にお迎えし、数々の被災地
でのトイレ問題の教訓を基に、住民の命と尊厳を守るために、自治体が平時から備えるべき具体的な対策など
をお話しいただきます。地域の防災計画における「トイレ対策」を改めて考える機会として、ぜひご参加くだ
さい。
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